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　私は平成19年10月より平成21年 3月までの間，カリ
フォルニア大学サンディエゴ校麻酔科のDr. W. Marie 
Campanaの研究室で留学生活を送らせて頂きました。
サンディエゴはアメリカ合衆国西海岸の最南端，メキ
シコ国境にほど近い町です。ロサンゼルスに次いでカ
リフォルニア州第二の都市であり，アメリカ十大都市
に数えられます。メインキャンパスのあるラ・ホーヤ
を始め，土地の名前にはメキシコ領だった頃の面影が
強く残り，移民の国らしく，ヒスパニック系，アジア系，
ヨーロッパ系など，世界中から集まった多くの民族が
共存しています。キャンパスもそれを反映して，日に
よっては，欧米人よりむしろアジア人を多く目にする
こともある程です。
　カリフォルニア大学は，広く世界に名の知れた大学
ですが，州全域で10のキャンパスが存在し，その中で
もサンディエゴ校は，意外にも1959年創立の比較的新
しい大学です。私が所属したCampanaラボは末梢神経
の再生をメインテーマとし，それに関連した痛みに関
する研究も行っています。私は整形外科医ですが，大
学院時代に，坐骨神経痛に代表される脊椎疾患の痛み
を研究していた経緯があり，今回，このラボで留学生
活を送る幸運に恵まれました。
　Dr. Campanaの気さくな性格を反映してか，ラボの
雰囲気はとても明るく，ミーティングで新たなデータ
が示せない時以外はストレス無く研究を続けることが
出来ました。金銭的にも恵まれたラボで，必要な理由
を明確に示せば物品等も入手しやすく，自分のアイデ
アを実際に行動に移しやすくとても助かりました。し
かしながら，見込まれる結果だけでなく，そこまでに
かかる時間や手間，投稿するジャーナルなど，総合的
なメリット・デメリットを考慮して切り捨てるべき部
分は切り捨てる厳格な部分（合理性でしょうか）を実
感することも度々ありました。
　研究は，ほぼ全てのテーマが病理学のChairmanで
あるDr. Steven L. Goniasのラボと共同で行われていま
す。二つのラボを合わせたメンバーは，アメリカ人は
むしろ少なく，週一回行われるラボミーティングでは
ポスドク，大学院生，大学生，テクニシャンが一堂に
会し，イタリア，フランス，中国，ロシアなど，様々
な訛りの英語が飛び交います。ミーティングではこの
一週間で新たに得られたデータと，今後の展望を一人
一人発表するのですが，結果が出なかった週は必然的
に，なぜ結果が出なかったのかを自己分析して説明す
ることになり，英語での言い訳作りに胃が痛くなるこ
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とも度々ありました。Dr. Goniasの私へのsuggestion
は，研究に関することのみならず，私の英会話にも及
び，理解して貰える英語を話す為の訓辞をいくつも頂
きました。slowでsimpleな英語を話すようによく言わ
れたのを覚えています。個人的には，英語を話すのに
最も重要なのは発音云々ではなく，理解してもらおう
と話す積極性だと信じていましたが，つたない英語は
上達することなく，留学生活は終わってしまいました。
　私が行った研究は，エリスロポエチンと末梢神経再
生に関連するものでした。貧血の治療薬として広く知
られるエリスロポエチンは，近年，神経に対する養護
的な作用が明らかにされており，これに関する研究で
Dr. Campanaは長年グラントを維持しています。今ま
でほとんど手を付けてこなかった in vitroの研究を中心
に行うこととなり，非常に良い経験となりました。ま
た他のプロジェクトの，主に in vivoのデータ作製の手
伝いを依頼されることもありました。メンバー各々の
vitroの結果にvivoのデータを加えると，より結果にイ
ンパクトを加えることが出来ます。積極的にvivoの手
術に取り組みたいと思っている研究者は多かったよう
ですが，細胞の扱いと手術は全くの別物のようでvivo
の研究はあまり盛んには行われていませんでした。神
経を扱う手術は私自身の本分ですので，手術予定日，
特に顕微鏡を用いて行うマウスの手術には他の研究室
からも見学に来るようなことがあり，大げさながら整
形外科医代表，日本人代表のつもりで手術していたの
を思い出します。
　私が留学期間中に印象に残ったのは，指導を受けた
先生方，その他専門の分野をリードするようなアメリ
カ人がとても勤勉である，ということです。失礼なが
らアメリカ人に対し，適当で楽観的，というイメージ
を抱いていた私にはとても印象的でした。私が接した
アメリカ人は，プライベートでは，ほぼ例外なく，と
ても気さくで明るい人種ですが，UCSDのトップラボ
でしのぎを削る研究者は，休日，昼夜問わず研究の為
に顔を出すことも多く，世界の頂点で生き残る人々の
地道な努力を思い知らされました。それでいて日本人
の数倍人生を楽しんでいそうなのが不思議でしたが，
私自身，自分の人生をもっと楽しむように心がけよう，
と感じさせてくれたものでした。
　また，基礎研究者と臨床医師とのコミュニケーショ
ンが密である点も印象に残りました。例えば毎月一度
行われる，基礎研究に関する抄読会には臨床医も数多
く参加し，疑問に思ったことを躊躇無く意見します。
また週一回，太陽も昇っていない朝の 5時から始まる
麻酔科臨床医のカンファレンスでは，冒頭に 6 minutes 
of scienceと称してポスドクが自分の基礎研究を紹介す
る場が設けられます。基礎と臨床，それぞれのスペシャ
リストが討論することで，お互いの知識やアイデアを
蓄えることが出来る機会が，数多く用意されていまし
た。こうした取り組みはUCSDが基礎・臨床両面で高
い水準を保っていることに貢献しているのかもしれま
せん。
　研究生活以外にも，色々な国の人々と交流出来たこ
とは私にとって，物事を見る上での視野を広げる，と
ても有意義な経験になりました。ラボで一緒に研究し
た外国人のほとんどは，アメリカに永住を希望する人々
です。彼らには祖国で生活したくない，あるいは生活
出来ないそれぞれの事情があるのですが，彼らと会話
すると，日本という国がいかに恵まれた，誇るべき国
であるかを痛感します。同時に，ややもすると自国だ
けの「殻」に閉じこもってしまいやすい日本の環境を
実感します。研究生活を通じて新しい技術やアイデア
を学べたこととは別に，外から客観的に自分の祖国，
自分のおかれた立場を見つめ直せたことは，今後の人
生におおいに影響を与えてくれることと思います。最
後になりますが，今回の留学の機会を取り持って頂い
た高橋和久教授，臨床・基礎両面で御指導頂き，留学
の際に多くのアドバイスを下さった大鳥精司先生，留
学を後押しして頂いた同門の先生方に深く御礼申し上
げます。
